
 
 

 

デル・テクノロジーズの生成 AI向け 
オープン Ethernet ソリューション 

 

 
IT インフラストラクチャの新境地を切り開く 

 

 

はじめに：生成 AIのネットワーク要件 

生成 AI (GenAI)ソリューションが進化し続け、データ処理とコンピューティングのニーズの限界を押
し広げるにつれて、ITインフラストラクチャでは、こうした環境における膨大な要件をサポートする方
法を見つけることが課題となっています。これらのモデル、特に大規模言語モデル(LLM)では、より
多くのインフラストラクチャが必要になるだけでなく、GPUクラスター全体の大規模な接続ニーズを
管理できるよう慎重に設計されたシステムも求められます。従来のネットワーク ソリューションは急
速にボトルネック化しており、生成 AIイニシアティブの実行可能性と成功を脅かしています。AIファ
ブリックには、低レイテンシー、ロスレス パフォーマンス、最大限の帯域幅が求められます。 
データとアプリケーションの膨大な処理要件が、フロントエンドとバックエンドの両方のファブリックに
関する要求を増加させました。 

 

生成 AIインフラストラクチャの導入における課題とニーズ 

生成 AIテクノロジーの導入には、新しいアーキテクチャに関連する技術的な複雑さから、導入を
管理できる高度なスキルを備えたプロフェッショナルの不足まで、さまざまな課題が伴います。
InfiniBandなどの占有技術に依存するソリューションは、さらに込み入ったものとなり、リソースの
可用性が制限され、既存のモニタリングやオーケストレーション プラットフォームとの統合が複雑に
なります。さらに、独自のソリューションに関連する高コスト、長時間の評価、ベンダー ロックインは、
特にサプライ チェーンの不確実性の時代において、大きな障壁となります。これらの課題は、生成
AIワークロードの固有の要求に対応可能な、オープンで柔軟性と堅牢性を備えた生成 AI インフ
ラストラクチャ ソリューションの差し迫ったニーズを浮き彫りにします。 

 

デル・テクノロジーズの生成 AIネットワーキングへのアプローチ 

これらの課題に対応するために、デル・テクノロジーズは、生成 AI インフラストラクチャの複雑な要
求を満たすよう設計された、Ethernetを利用する包括的でオープンなソリューションを他に先駆
けて開発してきました。デル・テクノロジーズは、AI、モデリング、ハイパフォーマンス コンピューティン
グ(HPC)環境における豊富な経験を活かし、フロントエンドとバックエンドの両方の要件に対応す
る一連のソリューションを提供しています。Dell PowerEdge XEサーバーのような、高速化のた
めに最適化されたモジュラー型コンピューティング システムから、PowerScaleなどの AIに焦点を
当てたストレージ ソリューションまで、デル・テクノロジーズは生成 AIの導入を成功させるために不
可欠なコンポーネントを提供しています。このアプローチの中心となるのが、高度なネットワーク シ
リコンを搭載した次世代 Ethernet ファブリックの導入です。Dell PowerSwitch Z9864-ONは、
生成 AIアプリケーションに不可欠な 800GbEのノンブロッキング ネットワーク パフォーマンスを提
供します。お客様は、高帯域幅のスイッチングと、Dellの Enterprise SONiC Distribution 
by Dell Technologiesの新たな機能（高度なルーティング、RoCEv2、拡張ハッシュ、
Priority Flow Controlなど）を使用して、低レイテンシーかつ高スループットの AI クラスターを導
入することができ、ファブリックのパフォーマンスと輻輳モニタリングが強化されます。 

 

1Dell'Oroの報告書『Advanced Research Report on AI Networks for AI Workloads』 

デル・テクノロジーズの生成 AI向けオープン Ethernet ソリューション ©Dell Inc. またはその関連会社。 

 
 
 
 
 
 

Dell Networkingソリューション概要 

 
「AI ファブリック（GPU間接
続のためのバックエンド スイッ
チング）は、12億ドル
（2022年）から 152億ドル
（2027年）に成長すること
が予測されており、5年間の
CAGRは 65%になると見込
まれます。 

Ethernetは、2027年に AI
ファブリックの収益の 32%、
ポート出荷の 37%を占めるこ
とが予想されます」 
Dell'Oroによる調査 1 

 

GPUのパフォーマンスは、ネットワーク パフォー
マンスに大きく依存します。多くのAIワークロード
がサーバーの大規模なクラスターで実行され、
コンピューティング ノードとストレージ間で継続的
な通信が要求される場合、ボトルネックを回避
するために堅牢なネットワーキングが必要になり
ます。ワークロードに対してネットワーキング パ
フォーマンスが不十分な場合、GPUがアイドル
状態になり、トレーニングと推論の時間が増加
して、データ処理が遅延し、インサイトを得るた
めの時間が長くなります。 

https://www.delloro.com/advanced-research-report/ai-networks-for-ai-workloads/


 

生成 AI ファブリック アーキテクチャの例 
 

デル・テクノロジーズによる生成 AIネットワーキングのイノベーション 

デル・テクノロジーズは、生成 AIネットワーキングのイノベーションの最
前線に立ち、エッジからコア、クラウドに至るまで、現在および将来の
生成 AI環境の要件を満たすソリューションを提供しています。マー
チャント シリコンとオープンソース ベースのソフトウェアを活用した、オー
プンで拡張可能なソリューションに重点を置くことで、デル・テクノロ
ジーズは最大限のパフォーマンスと柔軟性を確保します。 

 
SONiCなどの市販のオープンソース ネットワーク オペレーティング シス
テムの使用と併せて、デル・テクノロジーズは Ultra Ethernet 
Consortium (UEC)に積極的に参加および貢献しています。これは、
Ethernet分野におけるオープン スタンダードと協働開発への当社のコ
ミットメントを明確に示しています。こうした取り組みは、次世代の AI
環境のサポートにおいて、Ethernetが重要な役割を果たし続けてい
けるようにすることを目的としています。 

Dell PowerSwitch Zシリーズは、最先端のシリコンを利用して、数千の
ノードをサポートできるハイパフォーマンスで拡張性のあるネットワークの
バックボーンを提供し、生成 AI アプリケーションに固有の接続の課題に
対処します。 

 
デル・テクノロジーズで生成 AIの導入を加速 

生成 AI の急増は、IT インフラストラクチャに多くの課題をもたらしており、
革新性と柔軟性を兼ね備えたネットワーキングへの新しいアプローチが
求められています。デル・テクノロジーズは、Ethernetを利用したオー
プンなソリューションでこうした要求に応えます。これらのソリューションによ
り、生成 AI導入の差し迫ったニーズに対応するだけでなく、将来の進
歩の基盤を築くこともできます。 

 
AIハードウェア ソリューションから当て推量を排除できるように、Dellは、
AIワークロード向けに最適化された、ラボで検証済みのリファレンス アー
キテクチャを提供しています。これらの検証済みの設計には、アーキテク
チャの概念、ソリューション全体の概要、パフォーマンス、その他のラボで
の検証を含んでおり、設計対象のワークロードに対するソリューションの
機能を実証します。検証済みのソリューションにより、AI対応可能から
AI実証済みの段階へと移行して、より短期間で深いインサイトの提供
が容易になります。 

 
組織は、デル・テクノロジーズを選択することで、専門知識とエンドツー
エンドのソリューション スタックを備え、生成 AI イニシアティブの確実な成
功に向けて取り組むパートナーを得ることができます。デル・テクノロジー
ズを利用することで、企業は生成 AIアーキテクチャの複雑性に対処で
きるように備えることができ、プロジェクトを実行可能にするだけでなく、
成功に向けて進めていくことができます。 

 
デル・テクノロジーズと連携して、生成 AI環境の導入を加速し、タイム
トゥバリューを短縮して、リスクと運用の複雑さを軽減しましょう。オープン
で柔軟性が高く持続可能なネットワーク ソリューションにより、生成AIイ
ニシアティブを変革してイノベーションと効率性の新時代へとビジネスを
前進させる方法を、当社がご案内します。 
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